
第５回Zoom子どもの学びを創る会             2020.10.24 

withコロナの中での教育課程 

 ～「カリキュラム・マネジメント」に努める 

              必要性を考える～ 

長門市立油谷小学校 教諭 芝田秀樹 

子どもの学びを創る会/日本授業ＵＤ学会中国支部   



GIGAスクール構想と公正に個別最適化された学びへ 

ＩＣＴ環境整備の加速化に係る対応策 

５．端末の持ち帰り学習の実施の促進に向けた,Ｉ
ＣＴ端末の緊急時における取扱いについて 

気になる端末の持ち帰りについて 

・新型コロナウィルス感染の緊急時の端末の
取扱い（学びの保障） 

・持ち帰りへの自治体への柔軟な対応 

・平時の持ち帰り学習への可能性 

端末の家庭等への持ち帰りや学習での活用の
妨げにならないように， 

・前例にとらわれず、また、抑制的な思考に
陥ることなく、前向きに検討すること。 

・意欲的に取り組む教職員による創意工夫の
試みを最大限活かすこと。 

・まずは、取組を開始し、その後の地域の実
情等に応じて改善する弾力的な発想で対処す
ること。 

学校設置者及び学校の取組姿勢 

GIGA：Global and Innovation Gateway for All 

すでに自治体に差が出ているのでは？ 



カリキュラム・マネジメントとは  H29総則編Ｐ５（改編は芝田） 

児童や学校，地域の実態を適切に把握し 

教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の
質の向上を図っていくこと 

① 教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科
等横断的な視点で組み立てていくこと（カリキュラム・
デザイン） 

② 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていく
こと（ＰＤＣＡサイクル） 

➂ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保する
とともにその改善を図っていくこと（内外リソース活用）  

などを通して， 

※この①～③を具体化していくこと 



 各学校においては，校長の方針の下に，校務分掌に基づき教職

員が適切に役割を分担しつつ，相互に連携しながら，各学校の特

色を生かしたカリキュラム・マネジメントを行うよう努めるもの

とする。 

 また，各学校が行う学校評価については，教育課程の編成，実

施，改善が教育活動や学校運営の中核となることを踏まえ，カリ

キュラム・マネジメントと関連付けながら実施するよう留意する

ものとする。    （総則編 P120第５節学校運営上の留意事項から） 

カリキュラム・マネジメントの実施上の留意事項 

校長 ＝ 教職員のリーダー ＋ 経営者の力量 

○経営体としての組織づくり 

（校務の分掌化と相互の関係性の明確化） 

○PDCAサイクルのC(Check評価）の学校評価の役割 



（例）評価の目安（最もあてはまる記号に○印を記入してください） 

Ａ：よくあてはまる（達成率…80％以上）  

Ｂ：ややあてはまる（達成率…60％以上） 

Ｃ：あまりあてはまらない（達成率…60％未満） 

Ｄ：全くあてはまらない（達成率…40％未満） 

 学校によっては，上のような４段階など数値スケールを用いて，保護者
や教職員等に項目ごとの評価を依頼している。その結果を数値化して，
85％だから概ね達成しているとか，２学期の同じ項目で５％良くなったの
で，戦略に効果があったなどの評価結果を出している。 

 しかし，スケールにチェックする際の根拠が既に怪しい場合がある。何
となくとか，学校の評価だからAかBとか，逆にあることだけで厳しくする。 
これだけで評価するのは怖い。 

 スケールにチェックする際の根拠，また子ども・教職員・保護者等の気
づきや意見が少数であっても，謙虚に受け止め，改善に反映したい。 

学校評価の気になる点 

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない 

A B C D 

保護者や地域の方へ，日
頃から評価情報を送って
いるかが重要になる。 



【教育課程とカリキュラムの違い】 (芝田秀樹 2009） 

 教育課程は，あくまでも全体教育計画や年間指導計画という計

画レベルを指す。 

 カリキュラムは，計画･実践･評価･改善 の４つのレベルを含む。 

何に向かって，計画･実践･評価･改善  をするのか 

カリキュラムをマネジメントするという考え方 

各学校の教育目標が定める 

教育の目的や目標の実現を目指す 

※学年目標や学級目標の 作成根拠 が各校の教育目標に
なっているか 



カリキュラム・マネジメントとは (金馬国晴 2019) 

各学校が 教育目標  のよりよい達成のために， 

カリキュラムを創り，動かし， 

よりよいものへと変えていく営み 

なぜ，カリキュラム・マネジメント（ＣＭ）か 

2  学校教育が取り扱う学習内容の増加 

 「特別の教科 道徳」「小学校外国語」 

 莫大な「〇〇教育」への取組 

1 社会との関わり 

 社会が向かおうとしているSociety5.0 や社会が求めている

SDGs等を考えると，単一の教科学習から教科の横断・融合な

どの柔軟な発想が重要  ※SDGs(持続可能な開発目標） 



2015年9月 

国連サミット採択 

国連加盟国193カ国 

2016～2030年の目標 

  貧困や飢餓，健康や教育，ジェンダー平等，安全な水 

  ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ，生きがい・経済，技術革新，不平等解消，まちづくり 

気候変動，海・陸の豊かさ，平和と公正，パートナーシップ 

 SDGs（エスディージーズ） 

（Sustainable Development Goals/持続可能な開発目標） 



情報教育、ＩＣＴ教育、著作権教育、ネットリテラシー教育、ネットモラ

ル教育、プログラミング教育、視聴覚教育 

特別支援教育、ユニバーサルデザイン教育、インクルーシブ教育、 

人権教育、主権者教育、平和教育、性教育、小中連携教育、小中一貫教育 

オリンピック・パラリンピック教育、消費者教育、 

ＬＧＢＴ教育、「性の多様性」教育、起業家教育、税金教育 

環境教育、安全教育、交通安全教育、自然体験教育、福祉教育、 

キャリア教育、規範意識教育、道徳教育、心の教育、 

外国語(英語）教育、国際理解教育、ボランティア教育、多文化共生教育 

食育教育、健康教育、がん教育 

博物館教育、動物愛護教育、図書館活用教育、 

ＮＩＥ教育、掲示教育、ＳＴＥＭ教育 

４４種類 

莫大な「〇〇教育」 



2020年度からの学校の教育目標は 

育成したい資質・能力を明確にしたい 

学びを人生や社会に生かそうとする 

 学びに向かう力・人間性等の涵養 

校長＋教職員  

ビジョンの共有 

学校運営協議会への提案・承認 

教職員・保護者・子ども・地
域への説明・周知 

各学年主任 

学年内の共有 

担任＋学級全員 

目標の決定過程 

教職員・保護者・子どもへの
説明・周知 

子ども・保護者への説
明・周知 

生きて働く 

  知識・技能の習得 
未知の状況にも対応できる 

 思考力・判断力・表現力等の育成 

自校の教育目標 

学年の教育目標 

学 級 の 教 育 目 標 



学校教育目標の考え方  

□学校教育の目標ではない。 
 学校の教育目標である。 
 自校の課題が含み込まれている。 

□目標は目指すものではなく達成するもの 
 現状と目標のギャップを認識すること 
 評価が可能な具体性をもっていること 

□教職員とともに創る。 
 学校評価に耐えられるもの（達成感） 

□三育(知・徳・体）主義に固執しない。 

学校の教育目標の設定要件   （総則編P47） 
(1) 法律及び学習指導要領に定められた目的や目標を前提とするものであること。 
(2) 教育委員会の規則，方針等に従っていること。 
(3) 学校として育成を目指す資質・能力が明確であること。 
(4) 学校や地域の実態等に即したものであること。 
(5) 教育的価値が高く，継続的な実践が可能なものであること。 
(6) 評価が可能な具体性を有すること。 



 

 

  

学習と生活(地域）を意識したカリキュラム 

学級目標             自分色 発して創ろう ぼくらのクラス 

めざす子ども像 

重点課題 

①               ②                 ③ 

一
学
期 

時 
 

数 月 年 

間 

時
数  

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 

学校行事 

教  

科 
 

国語 ２３５ 

道徳 ３５ 

外国語・外国語活動 

総合 

学級活動 

児童会活動 

朝・帰りの会 

学校・地域の共
通事項 

○○年度 第○学年カリキュラム 

カリキュラム・マネジメントの重視 

        月配列・時数 

領
域
・内
容
・ 

各学校の 独自性   



年間５回  ５月,７月,10月,12月,２月(研修の時間） 

 子どもの様子から，適切な時数を決める 

 単元・題材の工夫や留意点をコメント挿入する 

 関連を図った行事や教科等を線で結ぶ 

▷ 2月末で来年度のカリキュラムを完成させる 

▷ 授業と単元の改善案を学年内で共有する 

各学年カリキュラムのふりかえりはいつ？どのように？ 

▷ 学年間の同単元指導の研修会となり得る 



  

L        Ｍ    Ｎ     

18   

  

  

  

19   
  

  

単元や題材の点検・評価をコメント挿入する   

理解の定着に時間がか
かったので，＋1時間を
予定した方がよい。指
導は，視聴覚教材を活
用し，定着確認は基本
問題を使うとよい。 

○コロナ禍における指導に関する留意点や変更点を記載する。 

○来年度の担任・担当への引継ぎの一つとしてとらえる。 
 ・理科の栽培の計画 ・生活科や社会科の見学先，地域
の方の連絡先等  

○単元や題材における工夫点や改善点を記載する。 



　　　　　　　　深川小学校 平成26年度 第3学年　　　NO5　（H26.2.26）

入学式


就任式・始業式


身体測定


家庭訪問


全校朝会

１年生を迎える会

日曜参観日・ＰＴＡ総会


体力テスト

6年修学旅行

参観日・学級懇談会

全校集会３組

全校集会１組

自転車教室(３年)

学校訪問

全校集会２組

学期末個人懇談会

終業式





始業式


身体測定


秋季大運動会

全校朝会

桟敷集会【伝】

長門市陸上記録会

4年宿泊学習

就学時健康診

参観日・授業公開日

長門市教育研究大会

避難訓練【安】

持久走大会

参観日・PTAバザー

なかよし遠足

学期末個人懇談会


地区子ども会

終業式

始業式


身体測定


参観日

全校朝会

新入児仮入学


深川中オープンキャンパス


学校保健安全委員会

６年生を送る会

卒業証書授与式


修了式


離任式


国語
(210)

・詩「わかば・どきん」

音読しよう

①音読しよう

・きつつきの商売

・国語辞典

・漢字の音と訓

・春の楽しみ【伝】

予備

2

　

11

2

1

3

・よい聞き手になろう

・漢字の広場①

②読んで感想をもとう

・イルカのねむり方

　ありの行列

・漢字の広場②

4

１

13

１

・声に出して楽しもう

【伝】

②報告する文章を書こう

・気になる記号△

・ばけくらべ

・夏の楽しみ

④読んで考えを発表しよう

・海をかっとばせ

・漢字の広場③

1

12

1

1

8

１

・手紙を書こう△

・本は友だち

・いろはにほへと【伝】

予備

　

3

6

 

2

73

・詩を楽しもう「わたしと

小鳥とすずと（みすゞ）・

みいつけた」【伝】２－(3)

・わたしたちの学校行事

・へんとつくり

・秋の楽しみ

2

12

2

1

・ローマ字△

・ちいちゃんのかげおくり

・漢字の広場④

・修飾語

5

14

2

2

・すがたをかえる大豆

【環】

・食べ物のひみつを教えま

す

・一茶・百人一首など

・漢字の意味

・三年とうげ

7

6

1

2

6

・物語を書こう

・漢字の広場⑤

・にた意味の言葉，反対

の意味の言葉

・冬の楽しみ

予備

9

6

1

3

79

・詩を楽しもう

・かるたについて知ろう

・しりょうから分かったこ

とを発表しよう

4

8

6

・漢字の広場⑥

・本で調べてほうこくしよ

う【目】

2

16

・カンジーはかせの音訓

遊び歌

・モチモチの木

予備

2

15

5 58

書写(35)
筆となかよしになろう

目指せ，点画名たんてい

2

1

ほ先の向きを知ろう 3 ほ先の向きを知ろう 3 力の入れ方を知ろう 2

11
ほ先の向きや力の入れ方

を考えて書こう

3 ほ先の向きや力の入れ方

を考えて書こう

3 文字の中心に気をつけて

書こう

3 平がなのとくちょうを知

ろう

書き初め

1

2
12

平がなのとくちょうを知

ろう

3 学習したことを生かして

書こう

2 学習したことを生かして

書こう

予備

2

5
12

社会
(70)

わたしのまち　みんなの

まち４－(1)

・自分の家のまわり

5 わたしのまち　みんなの

まち【目】４－(1)

・学校のまわり

・東西南北４コース

6 わたしのまち　みんなの

まち４－(1)

・長門市内めぐ り

10 わたしのまち　みんなの

まち４－(1)

4

25

はたらく人とわたしたち

のくらし【食】

6 はたらく人とわたしたち

のくらし

7 はたらく人とわたしたち

のくらし

9 はたらく人とわたしたち

のくらし

5

27

かわってきた人々のくら

し ４－(1)

6 かわってきた人々のくら

し ４－(1)

8 かわってきた人々のくら

し ４－(1)

4

18

算数
(175)

かけ算

円と球△

9

8

円と球

たし算とひき算

暗算で計算しよう１

予備

1

12

1

1

わり算△

予備

ぼうグラフ

9

1

9

ぼうグラフ

時間の計算と短い時間

2

7

60

大きい数

あまりのあるわり算△

予備

9

6

3

活用△

長さ

かけ算の筆算１

予備

1

7

11

3

どんな式になるか考えよ

う

小数

たし算とひき算のきまり

を考えよう

わり算の式について考え

よう

2

13

2

1

重さ

単位について調べよう

予備

8

1

3

70

三角形と角

わり算のしかたをさらに

分数

予備

11

2

4

1

分数

暗算で計算しよう２

かけ算の筆算２

図を使って考えよう

□を使った式

6

1

8

1

4

そろばん

活用

３年のまとめ

3

1

3

45

理科
(90)

・しぜんを見つめる

・身近なしぜんのかんさつ

・たねをまこう【環】

1

4

3

・たねをまこう

・チョウを育てよう【環】

1

7

・チョウを育てよう

・植物の育ちとつくり

・風やゴムのはたらき

3

4

2

・風やゴムのはたらき

・自由研究

6

2
31

・理科から仕事へ

・いろいろなこん虫のか

んさつ

1

5

・植物の一生【環】

・かげのでき方と太陽の光

4

7

かげのでき方と太陽の光

光のせいしつ

2

7

電気で明かりをつけよう 7

37

じしゃくのふしぎをさぐ

ろう

8 じしゃくのふしぎをさぐ

ろう

ものと重さ

3

7

ものと重さ

・おもちゃランドへよう

こそ

1

3
22

音楽
(60)

学年の歌・友だち　２－(3)

こころのうた・春の小川

楽譜を読もう

1

1

2

楽譜を読もう

・ドレミで歌おう

・海風きって

リコーダーをふこう

5

2

リコーダーをふこう

・夕やけこやけ

拍のながれにのろう

・とどけようこのゆめを

3

2

拍のながれにのろう

・新しい世界

・坂道/雨上がり/白い雲/そ

よ風

5

21

いろいろな音色をかんじ

とろう・アレグロ

・トランペットふきの休日

・おかしの好きなまほうつ

かい

6 いろいろな音色をかんじ

とろう

せんりつのとくちょうを

かんじとろう・メヌエット

1

4

せんりつのとくちょうを

かんじとろう・山のポルカ

・一人の手

・ゆかいな木きん

6 音の重なりをかんじとろ

う　・歌おう声高く

・かね・あの雲のように

・パフ

6

24

音の重なりをかんじとろ

う

日本の音楽に親しもう

・祇園囃子・神田囃子

2

2

音楽を楽しもう

・きょうりゅうとチャチャ

チャ・バードウォッチング

・小犬のワルツ・花のワル

ツ

5 物語と音楽

音楽のしくみ

みんなで楽しく

国歌

３

１

1

1

15

図画工作
(60)

絵の具で遊ぼう

長い長い絵

4

2

だんだんだんボール 4 空き箱やボール紙から生

まれたよ

これも顔に見えるよ

6

2

これも顔に見えるよ 2

21

あれもこれもうつせるよ

ギコギコトントン

4

5

読書感想画 6 あつまってへんしん 5 あれもこれもうつせるよ

（版画）

4

24

あれもこれも写せるよ（版画）

香月泰男の楽しいおもちゃ

２

２

なぞの生物 6 粘土から生まれたよ 5

15

体育
(101)

体ほぐしの運動，多様な

動きをつくる運動

鉄棒運動

３

３

かけっこ・リレー

体力テスト

跳び箱運動

3

5

2

跳び箱運動

タグを使ったゲーム

浮く運動、泳ぐ運動

4

5

4

浮く運動，泳ぐ運動 6

35

体ほぐ しの運動，多様な

動きをつくる運動，走の運動

表現　　２－(3)

9

3

リズムダンス

幅跳び，高跳び

5

7

ゴール型ゲーム（ポート

ボール）２－(3)４－(1)

体つくり（持久走）

６

4

小型ハードル走 6

40

体ほぐしの運動，多様な

動きをつくる運動

ベースボール型

4

６

マット運動

ゴール型ゲーム（ライン

サッカー）２－(3)４－(1)

6

4

ゴール型ゲーム（ライン

サッカー）２－(3)４－(1)

6

26

保健(4)

けんこうな生活【食】

【栄】

2 体のせいけつ【性】 1 へやの明るさと空気 1

言葉のまほう　2-(1)礼儀

コメット君をりっぱな盲動

犬に　2-(2)親切

ロバを売りに行く親子

　1-(1)基本的な生活習慣

1

1

1

３年２組だって4-(4)愛校心

自転車おき場があるのに

4-(1)規則尊重・公徳心

まどガラスと魚

1-(4)正直誠実・明朗

1

1

1

天の笛　3-(3)敬けん

はじめての尾瀬で　3-(2)自

然愛･動植物愛護【環】

水飲み場　4-(1)規則尊重・

公徳心

ふろしき　4-(6)愛国心･国

際理解【伝】

1

1

1

1

ないた赤鬼　2-(3)友情【人・

全】

おじいさんの顔2-(2)親切

【人・高】

1

1

12

祭りだいこ

　4-(5)郷土愛

手紙を書くね　2-(1)礼儀

【情】

キウイフルーツのたなの下

で　1-(3)勇気

お母さん　なかないで

3-(1)生命尊重

1

1

1

1

公園の草取り　4-(2)勤労

【環】

おばあさんときれいな歩道

2-(4)尊敬･感謝

森がすき　3-(2)自然愛･動

植物愛護【環】

さとしの心　2-(3)友情【人】

1

1

1

1

金色の魚

　1-(1)基本的な生活習慣

ありがとうチャンプ

　3-(1)生命尊重

ペロとさんぽ

　4-(1)規則尊重・公徳心

二重とびチャンピオン

1-(2)勤勉努力

1

1

1

１

大そうじ【環】

　4-(2)勤労

ブラッドレーのせいきゅう

書

　4-(3)家族愛

1

1

14

色紙かして

　1-(4)正直誠実・明朗

バドミントンクラブ

　1-(1)基本的な生活習慣

大漁【伝】（みすゞ）

　3-(1)生命尊重

1

1

1

女の子ときかんし

　3-(1)生命尊重

あの日のこと

　2-(4)尊敬・感謝

医学の道へ進みたい-野口英

世

　1-(2)勤勉努力

つもった雪【伝】

　2-(3)友情

1

1

1

1

プレゼント

　4-(3)家族愛

リフティング100回　1-(5)個性

伸長

1

1

9

長門の食のひみつをさぐろ

う

【キ】
4 6 9 5 24

　

2

　

12 12

福祉（自分たちにできるこ

と）【人】

長門の食のひみつをさぐろ

う

2 28

【地ネ】【伝】

長門の食のひみつをさぐろ

う

（郷土料理）

2

　　　　　　　【地ネ】

8

　

8 18

学級活動
(35)

学級の目標をつくろう１

係や当番を決めよう１

【キ】

食について(食品の３つのは

たらき）【栄】【食】

1

1

1

学級で困っていることを話

し合おう１【目】【人・

共】４－(1)

本の貸し出し方法 １

学級の歌をつくろう【目】

1

1

2

自転車の安全な乗り方２

４－(1)

雨の日の遊びを考えよう１

上手な掃除の仕方【環】

1

1

1

お楽しみ会をしよう　１

２－(3)

1学期を振り返ろう　１

夏休みのすごし方　１

1

１

１ 13

係を決めよう　１

2学期を迎えて　１【目】

帰り道  ２

1

1

1

桟敷集会に向けて【伝】

友だちのよいところを見つ

けよう ２【生】２－(3)

朝ごはんのはたらき

学級で困っていることを話

し合おう １【人・共】４－

(1)

1

1

1

1

学級で困っていることを話

し合おう １【人・共】４－

(1)

深川商店街会を開こう１

1

2

寒い日の遊びを考えよう １

お楽しみ会をしよう ２

冬休みの過ごし方 ２－(3)

2学期の振り返り　２

1

1

1

1 13

係を決めよう １

新年をむかえて　１

給食への感謝 １【生】

【栄】

みんなで話し合おう １

【目】【人・共】

1

1

1

1

「6年生を送る会」について

話し合おう　１

男女仲良く １【性】

２－(3)

２

1

お別れ会をしよう １

仲間を大切に １【性】

【生】２－(3)

1

1

9

児童会活動
地区子ども会 1 1年生を迎える会 1 地区子ども会 1

地区子ども会

地区子ども会 6年生を送る会 1

健康観察・めあての設定と

ふりかえり・いいこと見つ

け・フリートーク

学級の歌
　

詩の朗唱【伝】

音読・漢字・計算３０分

週末に日記 調べ学習のすすめ 自主学習

早寝・早起き・朝ご飯の定

着（保護者への呼びかけ）

深川小きまりの掲示

学活や道徳の時間との関連
鉛筆の持ち方調査

学級通信

月１回の学年だより

（年間とおして）

学校生活アンケート
弁当の日【食】

学年PTA
学校生活アンケート 弁当の日【食】 学校生活アンケート 弁当の日【食】

重点課題 友だちの話をよく聞いて、自分の考えをもつことができる 友だちのよさを認めながら、意見を交流し合うことができる 意見を交流し合い、よりよいものを求めることができる

生活環境

学習環境

家庭学習

6月

特
別
活
動

総合的な学習の
時間(70)

7月

道   徳
(35)

各
　
教
　
科

朝の会・帰りの会

保護者や地域との連携

三

学

期

総

時

数

2月 3月1月二

学

期

総

時

数

11月

学校行事等

4月

　　第3学年カリキュラム　　　　学校の教育目標「問い・憧れをもち、かかわり合う子どもの育成 」

３年生の子ども像

9月 10月月 12月

自分や友だちのよさを認め合い、高め合える子ども

5月 一

学

期

総

時

数

○報告書の学習と総合的な学習の時間

（調べたことを整理・表現）をリンクさせる。

〇まち探検へ、北、南・西、東

コースを実施した。

かまぼこ工場見学は2学期に

実施予定。

○「ギコギコトントン」は、切るのに

時間がかかる。のこぎりは発注済

み。子どもたちは楽しんで取り組

み、力はついた。

○ポートボール（ゴール型）は「私たちの体育」

では４年にあるため、来年度副読本に即してタ

グラグビーの実施をすすめる。

○コンビニストアの学習では、

スーパーマーケットの共通点と

相違点を整理した。

○９月下旬、長門アグリストの協力のもと、

黒かしわ農場を見学した。（長門農林事務

所に依頼）

〇コンパスは繰り返し指導が

必要。学年初めに一括購入を

検討。

〇クロールを中心にして、ス

モールステップで指導した（３

つにグルーピング）

〇筆の洗い方、準備や片付けの

仕方が課題。

〇畑作りの際、肥料、腐葉土

が必要。

〇チョウの観察用キャベツは、2月

頃に花壇やプランターに用意し，

次の学年に引き継ぐ。

○深川商店街に向けて、話合い・

準備などに当てた。

○朝ごはんのはたらきは、栄養

教諭とＴＴで実施。

〇食については、栄養教諭

に相談しながらすすめるとよ

い。

〇リコーダーの導入に、ゲスト

ティーチャーを迎え、指導しても

らった。(教材会社斡旋の外部講

師)

桟敷集会ではパフのリコー

ダーを発表。発表練習に音楽

の時間を使った。

○あまりのあるわり算で

は、かけ算九九の習熟が

大切である。

○ローマ字は覚えるのが難しいため

継続的な指導が必要である。

○総合的な学習の時間とリンクさせて、たまねぎ農家の

学習を進めるた。ＪＡに依頼して、油谷の上手さんに協力

を得た。１２月初旬に苗植え体験を実施させてもらった。

○課題として、可能であれば子どもたちが何度も行ける

深川地区の農家で学習を進めたい。

○単位換算では、１時間では理解するのに

不十分なので、繰り返し指導が必要。

○かさの量感覚を身に付けさせるために、具

体物でイメージをつかませたい。教室に１Ｌ・

500ｍｌのペットボトルを置くなどの学習環境の

工夫も必要。

○理科室の備品、鏡と虫眼鏡、温度計（カ

バー付き）を借りた。

○来年度の春キャベツを植えた。

栄養教諭とのＴ・Ｔで授業を実施。

地域の食に関する団体と連携すること

で、調理実習を含めてより充実した学

習が期待できる。

〇説明文「イルカのねむり

方」「ありの行列」、はじめ・な

か・おわり、事実と意見を押さ

えるために、3時間増

〇市内めぐりは6月１０日に実

施（湯本温泉，大寧寺，俵山

温泉，千畳敷，油谷棚田，み

すゞ通り）＊４時間扱い

〇「気になる記号」は、報告文の書き方

を指導する。（学力調査に関連）段落構

成、事実と意見の違いを確実に理解させ

る。

〇「海をかっとばせ」は第３次にその他

ファンタジー物語を読んだり、感想文指

導につなげたりするとよい。

〇「本はともだち」は読書週

間と関連させて指導。

予備は、学習支援プログラ

ム、図書室指導に活用。

〇音楽づくりについては、３月の

「物語と音楽・かさじぞう」で指

導する方が効果的である。

〇長門市の様子を調べる必要性

をもたせるために、萩市の小学生

に伝えるという目的意識をもたせ

て、長門市のおすすめをガイド

マップにまとめさせた。

〇わり算の倍概念は次学

年につながるため、確実に

習得させたい。

〇「風やゴムのはたらき」

はキットを購入した。

〇段ボール箱よりも段ボール紙

の工作の方がよい。

〇「これも顔に見えるよ」はデジ

タルカメラ使用。

〇社会とも関連し、香月美術館

に行くのもよい（鑑賞指導）

○「わたしたちの学校行事」は、１年生に伝

えることで、相手意識をもって発表の準備を

進めることができた。

○「へんとつくり」は新出漢字の指導のとき

に、繰り返し学習していく。

○Ａコープ見学は、２回実施。１回目は９月

上旬にお客さんの立場から見学して疑問を

発見するため。２回目は１０月上旬にお店の

立場でバックヤードを見学したり質問をしたり

した。

○「かげのでき方と太陽の光」は日光が

強い９月下旬から始めたい。（植物の一

生と入れ替えてもよい）

○いじめ防止・根絶強調月間の

取組として、「さとしの心」（友

情）をで実施。

○各クラスの課題に応じて、三ケ村の米農家、俵山の

ゆずきち農家、フジミツ蒲鉾工場を見学した。

○フジミツは大変協力的で、蒲鉾づくりの材料も提供し

てもらった。

○児童集会はふかわの学習したことを整理・分析して

発表した。

○似た意味・反対の言葉では、カー

ドを作ってゲーム形式で行うと楽しく

学習できた。

○辞書引きを継続して行うことが大

切。ローマ字学習にもつながるため、

五十音図を理解させたい。

○書き初めを冬休みの課題にした

ため、１２月に書き初め「光るにじ」

を実施（１月と入れ替えた）

○重さの学習では、はかりや体重

計（教材室保管）を活用して、算数

的活動させることができた。

○「光のせいしつ」と「電気」は2単元並

行で行うと、天気に左右されず学習でき

る。

○電気のキットを購入。単純な物の方

が分かりやすい。
○版画の導入（下絵）のみを実施。スチ

レン（型押し版画）を購入。

○3学期に香月美術館に鑑賞に行く予

定。（2学期の立体工作の時に行くのが

ベスト）

○感想画の後、ギコギコトントン

を実施。美術展の立体の部に出

品可。

○リズムダンスはロック・サン

バに合わせて踊る。

○高跳びはゴム跳びを実施。

○アグリストの末永さんの協力

の下、さとうきびを試食する体

験学習を実施。

○ショートの時間を活用して深川

商店街の話合い・準備を進め

た。

○風邪がはやる１１月に実

施。手洗いチェッカーを活用す

るとよい。

「本で調べて報告しよう」では、社会科「昔のく

らし」や総合とリンクさせることで、必要感を

もって調べ、報告書をつくることができた。

ローマ字は、すき間時間などを利用して、継

続して指導していく。

★１学期は国語辞典の使い方（五十音図構

成）を確実に習得させ、２・３学期はローマ字

をスパイラルで指導する。

洗濯板と七輪の昔の生活

体験を行った。

ながと民俗歴史資料室へ

の見学を行った。

かけ算の筆算は、お金を利用し

て指導すると分かりやすい。

上皿てんびんの調整・修理が必要

な物がある。

１月「日本の音楽」と３月「物語と音楽－かさこ

じぞう－」を入れ替えて指導した。「かさこじぞ

う」は朗読・うた・リコーダーでつづるよい教

材。

香月泰男美術館への鑑賞は
大変よかった。

粘土は１月から３月に変更（１月は

版画で時数を確保するため）

鉄棒はサーキットなどで取り入れて

少しずつ指導していくとよい。

ベースボール型は１月に実施。ネット型は

４年生で配列しているため、意図的に配当

していない。

みすゞ読本を使用。

自主学習を本格的にスタートさせた。学級通信で

も紹介したり、よいノートを掲示したりして意識を

高めるようにした。

A3横 1ページで年間の様子を概観できるようにする。 

昨年度のものを引き継ぐ。 

F小学校カリキュラムのマネジメント 

単元名だけなら単元配列表である 



カリキュラムづくりとマネジメント 

 カリキュラムは管理職だけが考えるものでなはく，学級担
任や教科担任等の全教職員で考えていくべきもの。 

６年間のつながるカリキュラム 



教育課程の要素を支えるカリキュラム・マネジメント 


